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フェイスブックとインスタグラムで、フェイスブックとインスタグラムで、
議会活動の積極的な発信に取り組ん議会活動の積極的な発信に取り組ん
でいます。是非フォローや「いいね！」でいます。是非フォローや「いいね！」
をお願いしますをお願いします倉 敷 市 議 会 事 務 局

倉敷市議会

次号の表紙写真を募集します！！次号の表紙写真を募集します！！あなたのお気に入りの１枚をお送りくださいあなたのお気に入りの１枚をお送りください

※応募方法など詳しくは、市議会ホームページ※応募方法など詳しくは、市議会ホームページ
（市議会だより表紙写真募集案内）をご覧ください。（市議会だより表紙写真募集案内）をご覧ください。

　あなたが撮った写真が「市議会だより」の表紙になります。テーマは自由です。市内のイベント、風景など、あなたが撮った写真が「市議会だより」の表紙になります。テーマは自由です。市内のイベント、風景など、
倉敷市の魅力あふれる写真をお送りください。採用になった作品は、次号の表紙に掲載いたします。倉敷市の魅力あふれる写真をお送りください。採用になった作品は、次号の表紙に掲載いたします。

皆さまからの皆さまからの
ご応募をお待ちしています！ご応募をお待ちしています！

　　令和 6 年 12 月 2 日（月）～ 令和 7 年１月２0 日（月）令和 6 年 12 月 2 日（月）～ 令和 7 年１月２0 日（月）            



【市議会のしくみなどを勉強】

【施設見学（議長席）】

【施設見学（モニター室）】

【施設見学（傍聴席、記者席）】

【施設見学（正副議長応接室）】

【議長・副委員長へ質問】

【副議長・委員長へ質問】

2

夏休み家族市議会体験ツアー を開催しました
令和６年度

　市議会への関心と理解を深めてもらい、市議会を身近に感じてもらうことを目的
に、８月２日（金）、市内の小学５・６年生とその家族を市議会に招き、議場の見学や、
議長・副議長、市民文教委員長・副委員長との対話などの体験イベントを行いました。
　当日は、抽選で当選した２０組のうち、１７組（１７人の小学５・６年生とその家
族２７人）が参加されました。
　イベント終了後のアンケートでは、参加前は「市議会に興味があった」と答えた
人は５２％でしたが、参加後は「興味が増した」と答えた人が９６％になり、全員
から「楽しかった」と回答をいただきました。
　今後も、あらゆる世代に市議会に親しんでいただけるよう取り組んでいきます。

参
加
し
た
み
ん
な
の
感
想

質問コーナーで議長たちがおもし
ろくて分かりやすい話で、市議会
のことを教えてくれて楽しかった。

議場に入れて議長席に座れたり、
モニター室や正副議長室に行けた
り、普段見られない所に行けたの
が楽しかった。

議
長
・
委
員
長
た
ち
の
感
想

子どもたちと直接対話できる貴
重な機会となったのが良かった。

【施設見学（出退表示前）】
今年も多くの申し込みがあり抽選
となったので、政治に興味を持っ
てもらうために回数を増やすなど
考えていきたい。

【副議長・委員長へ質問】



児
島
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
場
に

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
な
ど
の
設
置
を

　

五
輪
競
技
と
な
っ
た
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
は
、
若
者
の
間
で
競
技
人
口
が

増
え
て
い
る
と
聞
く
が
、
安
価
で
安
心

し
て
楽
し
め
る
場
所
が
少
な
い
。
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
合
わ
せ
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

な
ど
の
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

市市　
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
場
に

整
備
す
る
パ
ー
ク
エ
リ
ア
の
中
で
検
討

　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
場
の
改
修

に
合
わ
せ
て
駐
車
場
に
整
備
を
検
討

中
の
、
若
者
、
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー

な
ど
幅
広
い
世
代
が
楽
し
め
る
パ
ー

ク
エ
リ
ア
の
中
で
検
討
す
る
。
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街
区
公
園
の
遊
具
に
不
具
合
を

見
つ
け
た
場
合
の
対
処
方
法
は

　

街
区
公
園
の
愛
護
会
が
行
う
公
園

遊
具
の
点
検
で
、
不
具
合
を
見
つ
け

た
場
合
の
連
絡
先
と
対
処
方
法
は
。

市市　
市
が
修
繕
や
更
新
な
ど
を
行
い
、

危
険
と
判
断
す
れ
ば
使
用
中
止
に
す
る

　

老
人
会
や
町
内
会
な
ど
が
結
成
す

る
愛
護
会
が
、
月
１
回
程
度
行
う
遊
具

の
点
検
で
不
具
合
を
発
見
し
た
場
合
、

速
や
か
に
公
園
緑
地
課
や
各
支
所
建

設
課
に
連
絡
し
て
も
ら
う
。
連
絡
を

受
け
た
担
当
者
は
現
地
を
確
認
し
て

内
容
や
危
険
度
に
よ
り

優
先
度
を
判
断
し
、
修

繕
や
更
新
な
ど
を
行
う

ほ
か
、
危
険
と
判
断
す

れ
ば
、
同
時
に
使
用
中

止
の
措
置
も
行
う
。
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子
育
て
世
帯
へ
の
住
宅
支
援
の
改
善
を

　
市
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
住
宅

支
援
は
、
子
育
て
世
帯
な
ど
の
優
先

入
居
の
仕
組
み
の
拡
充
や
、
民
間
住

宅
へ
の
入
居
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
改
善

が
必
要
と
考
え
る
。
市
の
見
解
は
。

市市　
市
営
住
宅
に
子
育
て
世
帯
専
用
の

募
集
枠
の
設
置
を
検
討
す
る

　
市
営
住
宅
で
は
今
年
度
か
ら
、
優
先

入
居
や
収
入
基
準
緩
和
の
対
象
を
18

歳
ま
で
の
子
が
い
る
世
帯
に
広
げ
た
。

民
間
住
宅
へ
の
入
居
支
援
と
し
て
は
、

国
の
補
助
制
度
な
ど
の
周
知
や
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
住
宅
の
登
録
情
報

提
供
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

市
営
住
宅
に
子
育
て
世
帯
専
用
の
募

集
枠
の
設
置
を
検
討
す
る
。
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水
道
料
金
大
幅
値
上
げ
の
、

市
民
な
ど
へ
の
影
響
の
認
識
は

　

水
道
管
路
更
新
を
住
民
負
担
と
し

な
い
よ
う
、
制
度
の
抜
本
的
な
見
直

し
と
補
助
要
件
緩
和
を
９
月
に
国
に

申
し
入
れ
た
。
今
後
の
市
の
水
道
料

金
大
幅
値
上
げ
の
、
市
民
な
ど
へ
の

影
響
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

市市　
引
き
上
げ
後
の
料
金
も
県
内
で
は

安
い
水
準
。
緩
和
措
置
も
設
け
る

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
に
備
え
た

水
道
管
路
の
耐
震
化
な
ど
の
た
め
に
、

20
・
82
％
の
引
き
上
げ
と
な
っ
た
が
、

最
初
の
１
年
間
は
緩
和
措
置
と
し
て

10
％
引
き
上
げ
に
抑
え
る
。
な
お
20
・

82
％
の
引
き
上
げ
後
も
県
内
で
２
番

目
に
安
い
水
準
に
は
変
わ
り
な
い
。
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マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
を
ど
の
よ
う
に

点
検
し
て
い
る
の
か

　

新
宿
区
の
下
水
管
に
大
量
の
雨
水

が
流
入
し
て
空
気
圧
が
高
ま
り
、
エ

ア
ハ
ン
マ
ー
現
象
で
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ

た
が
飛
び
上
が
っ
た
映
像
は
衝
撃
的

だ
っ
た
。
市
は
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
を

ど
の
よ
う
に
点
検
し
て
い
る
の
か
。

市市　
定
期
的
に
目
視
で
が
た
つ
き

な
ど
の
有
無
を
点
検
し
て
い
る

　

市
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
に
基
づ
き
、
定
期
的
に
目
視

で
が
た
つ
き
、
摩
耗
、
腐
食
な
ど
の

有
無
を
点
検
し
て
い
る
。
点
検
で
異

状
が
あ
れ
ば
順
次
取
り
換
え
し
、
そ

の
際
は
、
飛
散
防
止
機
能
が
あ
る
マ

ン
ホ
ー
ル
ふ
た
を
採
用
し
て
い
る
。
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３

く
ら
し
・
生
活

飛散防止機能がある
マンホールふた

９月定例会
質　問

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

末
田
　
正
彦

新
風
く
ら
し
き

塩
津
　
　
心

公
明
党
倉
敷
市
議
団

新
垣
　
敦
子

市
政
の

市
政
の

聞
き
た
い

聞
き
た
い

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

三
宅
　
誠
志

公
明
党
倉
敷
市
議
団

生
水
　
耕
二



災
害
時
に
重
要
と
な
る
、
支
所
の

電
源
や
通
信
機
能
確
保
の
現
状
は

　
災
害
時
に
各
支
所
の
機
能
を
維
持

す
る
上
で
、
と
り
わ
け
電
源
や
通
信

機
能
の
確
保
が
重
要
と
考
え
る
。
各

支
所
の
現
状
は
。

市市　
自
家
発
電
設
備
や
衛
星
携
帯

電
話
な
ど
で
電
源
、
通
信
を
確
保
で
き
る

　
児
島
・
水
島
・
玉
島
・
真
備
支
所
は
、

庁
舎
の
２
階
以
上
に
非
常
用
の
自
家

発
電
設
備
を
設
置
し
、
１
階
が
浸
水

し
た
場
合
で
も
電
力
を
確
保
で
き
る
。

ま
た
、
全
て
の
支
所
に
衛
星
携
帯
電
話

と
災
害
時
優
先
電
話
を
設
置
し
て
お

り
、
大
規
模
災
害
で
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
っ
て

も
通
信
を
確
保
で
き
る
。
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一
部
の
防
災
備
蓄
倉
庫
が
被
災
し
、

運
用
で
き
な
い
場
合
の
対
応
は

　

市
の
各
防
災
備
蓄
倉
庫
は
物
資
の

配
布
エ
リ
ア
が
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
一
部
の
倉
庫
が
被
災
し
、
運

用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

市市　
他
の
倉
庫
か
ら
の
配
送
な
ど
で
、

被
災
者
へ
備
蓄
品
を
配
布
で
き
る

　

有
城
、
児
島
阿
津
、
玉
島
柏
島
へ

の
防
災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
で
、
物
資

の
配
送
・
備
蓄
拠
点
が
市
の
中
心
部
、

南
部
、
西
部
で
整
い
、
大
規
模
災
害
時

に
各
避
難
所
に
迅
速
に
物
資
を
配
送

で
き
る
。
一

部
の
倉
庫
が

運
用
で
き
な

い
事
態
で
も
、

他
の
倉
庫
か

ら
の
配
送
な

ど
で
、
被
災

者
へ
備
蓄
品

を
配
布
で
き

る
体
制
を
整

え
て
い
る
。
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空
調
設
備
を
利
用
し
た
避
難
所

運
営
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
は

　
台
風
第
10
号
の
際
、
市
は
熱
中
症
対

策
の
た
め
体
育
館
で
は
な
く
空
調
設

備
が
あ
る
部
屋
を
避
難
場
所
と
し
た
。

各
施
設
の
空
調
設
備
が
あ
る
部
屋
の

場
所
や
操
作
方
法
な
ど
を
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
す
れ
ば
、
今
回
の
よ
う
に
通
常

と
違
う
形
の
避
難
所
も
迅
速
に
開
設

で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市市　
避
難
所
担
当
者
と
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
修
正
を
行
っ
て
い
る

　

避
難
者
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
行

う
空
調
設
備
を
使
っ
た
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
、
次
回
以
降
の
対
応
に
備

え
、
避
難
所
担
当
者
と
協
力
し
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
修
正
を
行
っ
て
い
る
。
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夫
婦
で
防
災
ベ
ッ
ド
が
購
入
で
き
る

よ
う
、
補
助
金
制
度
の
拡
充
を

　

防
災
ベ
ッ
ド
設
置
補
助
金
が
１
世

帯
１
台
し
か
利
用
で
き
な
い
た
め
、
購

入
を
断
念
し
た
夫
婦
が
あ
る
。
防
災

ベ
ッ
ド
を
夫
婦
で
購
入
で
き
る
よ
う
、

１
世
帯
２
台
ま
で
補
助
金
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

市市　
国
や
県
に
防
災
ベ
ッ
ド
設
置

を
促
進
す
る
制
度
拡
充
を
要
望
す
る

　

８
月
の
巨
大
地
震
注
意
の
発
表
以

降
、
防
災
ベ
ッ
ド
の
問
い
合
わ
せ
が

例
年
よ
り
増
え
て
い
る
。
ニ
ー
ズ
や

実
態
な
ど
を
踏
ま
え
、
ま
ず
は
命
を

守
る
取
り
組
み
と
し
て
の
防
災
ベ
ッ

ド
の
設
置
促
進
に
向
け
た
制
度
拡
充

を
、
国
や
県
に
よ
り
一
層
要
望
す
る
。
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観
光
客
の
避
難
の
た
め
の
取
り
組
み
は

　

今
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
を
受

け
、
観
光
客
を
迎
え
る
倉
敷
美
観
地

区
な
ど
で
は
心
構
え
が
必
要
と
感
じ

た
。
観
光
地
な
ら
で
は
の
災
害
時
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
、
美
観

地
区
で
の
防
災
の
取
り
組
み
は
。

市市　
観
光
客
の
誘
導
に
も
役
立
つ

地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
る

　
今
年
度
か
ら
、
美
観
地
区
の
特
性
を

踏
ま
え
た
防
災
の
在
り
方
に
つ
い
て

地
域
住
民
と
事
業
者
を
交
え
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
る
。
避
難
場
所
・

経
路
や
危
険
箇

所
な
ど
を
協
議

し
て
観
光
客
の

誘
導
に
も
役
立

つ
地
域
の
防

災
マ
ッ
プ
を
作

り
、
安
全
・
安

心
な
観
光
地
の

取
り
組
み
を
進

め
る
。
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４

防
災
・
観
光

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

藤
原
　
薫
子

青
空
市
民
ク
ラ
ブ

小
郷
ひ
な
子

新
政
ク
ラ
ブ

大
守
　
秀
行

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
辺
　
牧
美

未
来
ク
ラ
ブ

矢
野
　
周
子

新しく整備された有城防災備蓄倉庫。児島阿津、今後
整備予定の玉島柏島と合わせ市内に３つの拠点が整う

美観地区の防災マップ作りを行う
ワークショップの様子



素
晴
ら
し
い
観
光
資
源
で
あ
る

龍
王
山
を
通
年
で
活
用
し
て
は

　

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
指
定
90
周
年

記
念
事
業
と
し
て
味
野
地
域
の
誇
り
、

龍
王
山
で
も
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ

れ
る
が
、
素
晴
ら
し
い
観
光
資
源
で

あ
る
龍
王
山
を
、
周
年
記
念
だ
け
で

な
く
通
年
で
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

市市　
国
や
県
と
連
携
し
国
立
公
園

全
体
の
観
光
誘
客
に
取
り
組
む

　

龍
王
山
は
国
立
公
園
内
で
も
自
然

景
観
に
特
に
優
れ
、
国
が
鷲
羽
山
な

ど
と
と
も
に
特
別
地
域
に
指
定
し
て

い
る
。
90
周
年
事
業
を
機
に
龍
王
山

な
ど
特
別
地
域
の
認
知
度
を
向
上
さ

せ
、
今
後
も
国
や
県
と
連
携
し
国
立

公
園
全
体
の
観
光
誘
客
に
取
り
組
む
。
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障
が
い
者
ア
ス
リ
ー
ト
に
一
般
の

ス
ポ
ー
ツ
と
同
様
の
支
援
体
制
を

　

障
が
い
者
ア
ス
リ
ー
ト
が
大
舞
台

で
活
躍
す
る
姿
は
、
社
会
全
体
に
勇

気
と
感
動
を
与
え
る
。
競
技
性
の
高

い
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
一
般
の
ス

ポ
ー
ツ
と
同
様
の
支
援
を
可
能
と
す

る
た
め
に
、
体
制
や
事
業
を
一
元
化

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

市市　
競
技
性
の
高
い
障
が
い
者

ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
支
援
体
制
を
検
討
中

　

特
に
競
技
性
の
高
い
障
が
い
者
ア

ス
リ
ー
ト
に
対
し
て
一
般
ス
ポ
ー
ツ

と
同
様
の
支
援
が
可
能
と
な
る
よ
う

に
、
対
応
窓
口
の
一
本
化
や
激
励
金

支
給
、
指
導
者
の
養
成

事
業
な
ど
、
支
援
体
制

を
検
討
し
て
い
る
。
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障
が
い
者
の
解
雇
問
題
に
対
す
る

市
の
対
応
策
は

　

全
国
で
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業

所
の
閉
鎖
に
伴
う
障
が
い
者
の
解
雇

問
題
が
深
刻
化
し
、
本
市
で
も
同
様

の
問
題
が
起
き
て
い
る
。
対
応
策
は
。

市市　
収
益
面
で
困
難
の
あ
る
事
業
所
に
、

専
門
家
に
よ
る
個
別
相
談
を
行
う

　

障
が
い
福
祉
課
に
就
労
系
事
業
所

の
新
規
事
業
開
拓
な
ど
を
行
う
専
門

職
員
を
配
置
す
る
な
ど
し
、
支
援
し

て
い
る
。
今
年
度
は
、
さ
ら
に
、
収

益
面
で
困
難
の
あ
る
事
業
所
を
中
心

に
、
県
中
小
企
業
診
断
士
会
の
専
門

家
を
派
遣
し
、
生
産
活
動
に
関
す
る

課
題
の
把
握
や
、
経
営
改
善
に
つ
い

て
の
個
別
相
談
を
行
う
。
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化
学
物
質
過
敏
症
な
ど
の
原
因
と
な
る

香
料
の
使
用
を
控
え
る
よ
う
啓
発
を

　

香
料
は
化
学
物
質
過
敏
症
な
ど
の

原
因
と
な
る
。
学
校
、
病
院
な
ど
不

特
定
多
数
が
利
用
す
る
公
共
の
場
で
、

香
料
な
ど
の
過
度
の
使
用
を
控
え
る

こ
と
に
つ
い
て
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
な
ど
に
よ
り
周
知
を
求
め
る
。

市市　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
啓
発
中
。

今
後
は
広
報
紙
な
ど
で
も
周
知
す
る

　

人
が
集
ま
る
場
所
で
香
料
な
ど
を

使
っ
た
製
品
を
過
度
に
使
用
し
な
い

こ
と
が
症
状
緩
和
に
有
効
と
さ
れ
、
使

用
時
の
配
慮
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
啓

発
し
て
い
る
。
今
後
は
公
共
施
設
へ

の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
広
報

紙
・
公
式
ア

プ
リ
な
ど
で

も
周
知
す
る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

健
康
被
害
の
症
例
・
件
数
の
周
知
を

　

体
調
不
良
の
原
因
を
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
考
え
ず
、
健
康
被

害
救
済
を
申
請
し
な
い
事
例
が
あ
る

と
考
え
る
。
関
節
炎
、
息
切
れ
、
皮

膚
疾
患
な
ど
、
健
康
被
害
の
症
例
や

申
請
件
数
を
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

市市　
国
が
健
康
被
害
の
件
数
、
疾
病

名
な
ど
を
公
表
し
て
い
る

　

健
康
被
害
救
済
制
度
の
周
知
は
重

要
。
今
後
も
、
制
度
や
申
請
方
法
な

ど
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
す

る
。
症
例
や
件
数
に
つ
い
て
は
、国
が
、

健
康
被
害
の
申
請
件
数
、
疾
病
名
、
障

が
い
名
、
関
連
す
る
基
礎
疾
患
な
ど
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。
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健
康
・
福
祉

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
口
　
明
子

公
明
党
倉
敷
市
議
団

薮
田
　
尊
典

未
来
ク
ラ
ブ

片
山
　
貴
光

未
来
ク
ラ
ブ

真
田
　
意
索

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

難
波
　
朋
裕

児島の市街地や鷲羽山、瀬戸大橋などを
見渡すことができる龍王山山頂



体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
導
入
の
現
状
は

　

暑
さ
に
よ
る
体
育
授
業
の
中
止
や

部
活
動
の
制
約
な
ど
、
学
校
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。
令
和
６
年
２
月
議
会

で
、
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
導
入
を
研

究
す
る
と
答
弁
し
た
が
、
現
状
は
。

市市　
今
後
も
断
熱
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
エ
ア
コ
ン
導
入
を
研
究
す
る

　
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
構

造
の
補
強
、
受
変
電
・
ガ
ス
設
備
な
ど

大
き
な
改
修
も
必
要
で
現
状
で
は
難

し
く
、
昨
年
度
か
ら
老
朽
化
し
た
体

育
館
の
屋
根
や
外
壁
、
窓
を

断
熱
化
し
て
い
る
。
今
後
も

断
熱
化
に
よ
り
教
育
環
境
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
エ

ア
コ
ン
導
入
を
研
究
す
る
。
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支
援
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
増
便
を

　

倉
敷
支
援
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
優
先
的
に
利
用
で
き
る
小
・
中
学

部
の
児
童
・
生
徒
数
が
増
加
傾
向
の

た
め
、
高
等
部
生
徒
の
バ
ス
利
用
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
増
便
や
路
線
拡
大
を
求
め
る
。

市市　
倉
敷
支
援
学
校
と
情
報
共
有

し
つ
つ
、
バ
ス
の
運
用
を
考
え
る

　

倉
敷
支
援
学
校
で
は
、
小
・
中
学

部
児
童
・
生
徒
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利

用
状
況
や
、
高
等
部
生
徒
の
状
況
を

丁
寧
に
把
握
し
て
、
高
等
部
生
徒
の

バ
ス
乗
車
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

運
行
ル
ー
ト
な
ど
も
配
慮
し
て
い
る
。

引
き
続
き
学
校
と
情
報
共
有
し
つ
つ
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用
を
考
え
る
。
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ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
駐
車
場
東
側

入
り
口
の
看
板
な
ど
の
改
善
を

　

ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
駐
車
場
東
側

入
り
口
が
分
か
り
に
く
い
と
い
う
声

を
聞
く
。
新
自
然
史
博
物
館
の
看
板

な
ど
の
設
置
の
機
会
に
ぜ
ひ
改
善
を
。

市市　
車
で
来
る
人
に
分
か
り
や
す

く
案
内
で
き
る
よ
う
検
討
す
る

　
開
館
当
初
か
ら
の
道
路
標
識
や
駐

車
場
東
側
入
り
口
の
看
板
は
、
周
辺

住
宅
の
増
加
や
敷
地
内
の
樹
木
の
成

長
で
目
立
た
な
く
な
り
、
剪せ
ん
て
い定
な
ど

で
対
応
し
て
も
分
か
り
に
く
く
な
っ

て
い
る
。
自
然
史
博
物
館
の
移
転
に

伴
い
来
館
者
が
増
加
す
る
見
込
み
の

た
め
、
車
で
来
る
人
に
よ
り
分
か
り

や
す
く
案
内
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。
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市
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
展
望
は

　

市
が
目
指
す
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た

未
来
都
市
像
と
、
市
民
が
そ
の
恩
恵

を
享
受
し
、
誰
も
が
快
適
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
計
画
と
展
望
は
。

市市　
市
民
の
利
便
性
・
サ
ー
ビ
ス

向
上
な
ど
を
中
心
に
考
え
る

　

令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
末
ま
で

を
期
間
と
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
策

定
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

な
ど
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
公
式

ア
プ
リ
で
の
情
報
発
信
、
電
子
申
請

拡
充
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
使
っ
た
業
務
効

率
化
に
よ
る
市
民
の
利
便
性
・
サ
ー

ビ
ス
向
上
な
ど
を
中
心
に
デ
ジ
タ
ル

化
の
方
向
性
を
考
え
、
次
期
計
画
で

も
時
々
の
先
端
の
取
り
組
み
を
行
う
。
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指
定
管
理
料
に
賃
金
ス
ラ
イ
ド

制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

　

指
定
管
理
者
の
健
全
経
営
や
適
正

な
業
務
の
質
の
確
保
の
た
め
、
最
低

賃
金
な
ど
、
雇
用
形
態
別
の
賃
金
水

準
の
指
標
が
一
定
以
上
変
動
し
た
場

合
、
そ
れ
に
応
じ
て
２
年
目
以
降
の

指
定
管
理
料
を
変
更
で
き
る
、
賃
金

ス
ラ
イ
ド
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

市市　
人
件
費
の
リ
ス
ク
分
担
の

取
り
扱
い
は
今
後
検
討
す
る

　

指
定
管
理
料
に
は
、
指
定
期
間
中

の
賃
金
上
昇
分
を
当
初
か
ら
見
込
ん

で
い
る
。
人
件
費
が
想
定
以
上
に
上

昇
し
た
場
合
な
ど
の
リ
ス
ク
分
担
の

取
り
扱
い
は
、
今
後
検
討
す
る
。
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教
育
・
総
務

く
ら
し
き
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件　　名 結果 創 未 風 公 政 共 青 無
令和６年度倉敷市一般会計補正予算（第４号）
　防災・減災対策など早急に対応が必要な経費として、木造住宅の耐震診断や耐震改修などに対する
補助金の追加分、河川、水路、排水機場、ため池の改修、仮設排水ポンプの阿津防災倉庫への追加
配備など浸水対策の経費。イノシシなどの捕獲の効率化と農作物の被害防止を図るための経費。教室
不足が見込まれる倉敷第一中学校への校舎建設の経費。養育費に関する公正証書の作成費や、高齢
者のブレーキ踏み間違いによる急発進を抑制する装置の設置費用に対する補助金の追加分など、約
４４億３，３３０万円の増額を計上。
　また、適正な工期を確保するための繰越明許費を計上するとともに、生活保護システムなどを国
の標準化基準に適合したシステムへ移行するための経費や、鷲羽山レストハウスの指定管理委託料、
教室不足が見込まれる柳井原小学校への仮設校舎の設置経費などについて債務負担行為を設定。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

倉敷市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の改正について
（×のところは、し尿処理手数料は値上げせず、市が負担すべきとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

倉敷市水道条例の改正について
（×のところは、水道管の耐震化は必要だが、費用は行政が負担すべきで、水道料金は値上げすべき
でないとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

岡山県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議について
（×のところは、現行の紙の被保険者証廃止について反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

令和５年度倉敷市一般会計歳入歳出決算の認定について
（×のところは、鉄道高架事業費は実効性、費用対効果が乏しいとして、（仮称）児島学校給食共同調
理場と（仮称）玉島学校給食共同調理場の整備のための共同調理場建設費は、学校給食は自校直営で
あるべきとして反対。）

認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

● 市長提出議案など（予算案６件、条例案１０件、事件案１３件、人事案２件、決算１０件、報告２件のうち主なものおよび賛否の分かれたものを掲載）

○：賛成   ×：反対(　　　　　)議案等審議状況

● 請願（請願とは・・・市民の皆さまの市政に関する要望や意見）

件　　名 結果 創 未 風 公 政 共 青 無
教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引上げを図るための２０２５年度政府予算に係る意
見書の提出について（内容は下記の議員提出議案に記載しています。） 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「持続可能な学校の実現を目指す」実効性ある学校の働き方改革、長時間労働是正を求める意
見書の提出について（内容は下記の議員提出議案に記載しています。） 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「福祉医療機構が行う、社会福祉施設職員等の退職手当共済に係る公費助成の継続」を求める
意見書の提出について（内容は下記の議員提出議案に記載しています。） 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

件　　名 結果 創 未 風 公 政 共 青 無
倉敷市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の改正について
　倉敷市議会の議員が市議会の会議などを長期欠席した場合に、当該議員の議員報酬および期末手当
を不支給などとするため、条例を改正するもの。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引上げを図るための２０２５年度政府予算に係る意
見書の提出について
　２０２５年度政府予算編成において、中学校・高等学校での３５人学級を早急に実現し、また、
３０人学級などさらなる少人数学級について検討すること、加配の増員や少数職種の配置増など教職
員定数改善を推進すること、少人数学級実施のため加配を削減しないこと、教職員の処遇改善に必要
な財政措置を講じること、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制度の負担割合を引き上げる
ことが実現されるよう強く要望する。（同趣旨の意見書を国に提出。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「持続可能な学校の実現を目指す」実効性ある学校の働き方改革、長時間労働是正を求める意
見書の提出について
　学校の長時間労働是正のため、教職員の負担軽減の具体的業務削減策を国が示すこと、部活動の地
域移行をさらに進めること、学習指導要領の内容を精選し標準授業時数の削減などを行うこと、教職
員定数を改善すること、自治体での働き方改革が確実に進むよう人の配置・確保も含め必要な財源確
保などを行うこと、教職員の命と健康が守られる法制度を整備すること、今後も定期的に勤務実態調
査を行い、結果に基づき必要な措置を講ずることが実現されるよう強く要望する。（同趣旨の意見書
を国に提出。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「福祉医療機構が行う、社会福祉施設職員等の退職手当共済に係る公費助成の継続」を求める
意見書の提出について
　保育所などが、安定した経営の下、保育士の処遇改善の効果を損なうことなく、求められる保育を
提供できるよう、社会福祉施設職員などの退職手当金支給財源の、３分の２の公費助成の継続を強く
要望する。（同趣旨の意見書を国に提出。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

● 議員提出議案

　　　　　　７

創ーくらしき創生クラブ　未－未来クラブ　風－新風くらしき　公－公明党倉敷市議団
政－新政クラブ　共－日本共産党倉敷市議会議員団　青－青空市民クラブ　無ー無会派議員



〔全会計共通〕
   ＊甚大な被害を受けた真備地区においては、引き続き、復興および魅力とにぎわいのあるまちづくりを進めるとともに、他地区においても、
      市民の生命・財産を守る防災・減災対策を中心とする公共事業の確実な遂行に努められたい。   
   ＊各種未収金の収納について努力を続けられているが、引き続き、財源の確保および負担の公平性の見地から、確実な収納に努められたい。

〔一般会計〕
   ＊県営工事負担金に係る本市への負担金のうち、都市計画事業の負担率について、県内他市と同じ水準の１００分の３０に軽減するよう県に
　   強く要望されたい。
   ＊国、県補助の確保に積極的に努めるとともに、事業の計画・推進に当たっては、限られた財源を効率的に活用されたい。
   ＊県の医療費公費負担補助事業の補助率は、全国の中核市で最低の補助率であり、県内他市と同じ水準の２分の１へ戻すよう県に強く要望さ
   　れたい。
   ＊全ての学校園の必要な箇所へのエアコン設置を、一日も早く実現できるよう努められたい。

〔特別会計〕
   （国民健康保険）
   ＊国民健康保険の安定的な事業運営に向けて、県内他市とも連携を図り、国および県に対し財政措置の拡充を求めるなど、必要な財源確保に
  　 努められたい。
   ＊国保特定健診について、さまざまな対策の実施により、受診率は向上しているが、その趣旨が一層理解されるよう周知に努め、さらなる受
  　 診率の向上に向け、引き続き努力されたい。
   （介護保険）
   ＊減免制度および調整交付金について、地方の実態を反映した介護保険制度の見直しを国に対し申し入れされたい。
   ＊施設の整備や支援の充実など、必要なサービスを必要な時に受けられる体制の整備を進めるよう、関係機関に強く申し入れされたい。
   （後期高齢者医療）
   ＊後期高齢者医療制度の円滑な運営を図るため、保険料の上昇を抑制する措置を継続するとともに、国の責任において十分な財政措置を講じ
   　ることを申し入れされたい。

 ● 予算決算委員会からの意見　

　令和５年度の倉敷市一般会計、特別会計、財産区会計、企業会計の各決算について、令和６年９月１１日・1２日・１３日・１７日・
２０日の５日間にわたり予算決算委員会で審査を行い、９月２５日の本会議において、次のとおり意見を付して認定しました。令和５年度 決算

　９月 20 日、東京弁護士会の太田 雅幸氏を
講師にお招きし、市議会議員のコンプライア
ンスについて研修会を開催しました。
　ハラスメントや不当要求・介入の防止など
について、具体的な判例などを交えて解説い
ただき、質疑応答では議員からの質問に対し
一つ一つ丁寧に回答していただきました。　
　　　　

議員研修会を開催しました議員研修会を開催しました

　聴覚障がいのある人や耳の聞こえ方に不安がある人にも傍聴
しやすい環境を整えるため、６月定例会から議場の傍聴席モニ
ターとインターネット生中継に音声認識字幕を導入しました。

議場での発言に音声認識字幕を導入しました

８

本会議・委員会の傍聴については、
市議会ホームページをご覧ください。

倉敷市議会 第４回定例会日程 ( 予定 )
市議会からのお知らせ

月 日 ( 曜日 ) 会議日程

11 25 ( 月 ) 本会議：開会、議案上程、提案理由説明
29 ( 金 ) 本会議：質問

12

２(月)、3 (火) 本会議：質問

  ４ ( 水 ) 本会議：質問
委員会：予算決算

  ５ ( 木 ) 委員会（予算決算分科会）：総務 ･ 建設消防
  ６ ( 金 ) 委員会（予算決算分科会）：保健福祉・環境水道
  ９ ( 月 ) 委員会（予算決算分科会）：市民文教 ･ 文化産業
 11 ( 水 ) 委員会：予算決算
 13 ( 金 ) 本会議：委員長報告 ､ 議決 ､ 閉会

赤澤　幹温
大橋　　賢
片山　貴光
真田　意索
中西　公仁
原田　龍五
矢野　周子
山畑　滝男
若林　昭雄

大橋　健良
大守　秀行
塩津　孝明
瀧本　　寛
松成　康昭

くらしき
創生クラブ
荒木　竜二
伊東　裕紀
北畠　克彦
時尾　博幸
難波　朋裕
藤原　薫子
三村　英世
森　　　守
守屋　弘志

【          】
会　派　構　成

日本共産党
倉敷市議会
議　員　団
末田　正彦
田口　明子
田辺　牧美
三宅　誠志

【           】公 明 党
倉敷市議団
生水　耕二
梶田　省三
中西　善之
新垣　敦子
薮田　尊典

【          】 青空市民
ク ラ ブ
小郷ひな子
齋藤武次郎
藤井　昭佐

【          】
秋田　安幸
塩津　　学

議長のため採決に加わらず
※

新　　風
くらしき
芦田　泰宏
尾﨑　勝也
塩津　　心
日向　　豊
平井　俊光
中島　光浩

【          】【          】未来クラブ 新政クラブ 無 会 派【          】 【          】

（無会派：会派に属さない議員）


